「心」読書メモ

大正3年4月から8月　朝日新聞　110回連載

９月には半自主出版の形で刊行されたが、漱石が序文を書き、表紙のデザインも自分でしている。

漱石が年来抱いていた「自分が自分でありながら、自分の主人公ではない」という不安が、この作品での主題である。自分本位を保とうとしても、いざというときに自分が自分でないものによって圧倒されてしまい、一層苦しいところに追い込まれてしまう。「先生」は「多くの善人がいざという場合に、突然に悪人となるのだから油断ならない」と言っているが、信頼している叔父に遺産の問題で裏切られる。自分だけは大丈夫と思っていたが、恋愛の問題では嫉妬と我に支配されてしまう自分を知る。他人を呪い嫌っていた自分が、今度は自分自身を呪い嫌うことになってしまう。その苦しみに悩みぬいた末、今度は自分自身の犠牲者として殉じてしまう。
　愛と不信とを同時にもつという矛盾に苦しむ知識人の姿を的確にとらえているこの作品は、若い読者に深い感銘を与えた。

「子悪」と「礼」　荀子

モチーフ：　光と影　　　――＞　　内面化

　　　　　（先生と私）　　　　　（遺書）

明治43年　夏から2年間　大正元年9月（過去完了）

明治天皇の崩御

（先生と私）

第一の出会い：明治43年夏、鎌倉の海

第二の出会い：先生の秘密、東京、雑司が谷の墓地　先生の友人Ｋの墓がある

　　　　　　　ある晩、信用しない、信用できない、近寄ってはいけない

　　　　　　　先生の過去判明：卒論準備―＞郊外散歩―＞つつじ

　　　　　　　　財産整理問題から、善人―＞悪人になる、人間不信

　　　　　　　　「人、親戚に欺かれたのです。死ぬまで忘れない、復習する」

　　　　　　　明治45年秋、卒業、故郷に帰る、晩餐会、また9月に暗い表に

　　　　　　　（両親と私）天皇崩御、東京を想像、先生からの遺書が届く

　　　　　　　（先生と遺書）暗い人生――＞参考にしてください。

　　　　　　　　　裕福な学生、

Ｋの告白、Ｋへの罵倒（精神的に向上心のないものは馬鹿だ）、策略、

覚悟・影

Ｋの自殺

妻への思い

明治の終わり

自殺

